
研究成果情報 ２４ 畜産 卵用鶏 飼養管理

新技術・情報名 新飼料（アマニ油脂肪酸カルシウム塩） 分類 ①

給与による鶏卵の高付加価値化

１成果の内容

１）技術、情報の内容及び特徴

この技術は、アマニ油脂肪酸のカルシウム塩を採卵鶏に給与し、鶏

卵卵黄中のα一リノレン酸（Ｃ１８：３）とドコサヘキサエン酸（Ｃ２２：６）

含量を増加させ、鶏卵の高付加価値化が図れることに特徴がある。

(１）このα－リノレン酸とドコサヘキサエン酸は、成人病予防効果が大

きいと注目を集めている長鎖不飽和脂肪酸の１つである。

(２）採卵鶏にアマニ油脂肪酸カルシウム塩を飼料中に５％添加すると、

給与後３日目から卵黄脂質中にα一リノレン酸とドコサヘキサエン酸

含量が増加しはじめ、給与後３０日でα－リノレン酸含量が通常鶏卵の

０．３％に対し６．４％、ドコサヘキサエン酸含量０．６％に対し１．５％と

増加する。

(３）長鎖不飽和脂肪酸は酸化されやすい欠点があるが、糖の褐変物質を

５％添加すると脂肪酸の酸化を防止でき、市販配合飼料への添加が可

能とな．る。

(４）市販配合飼料へのアマニ油脂肪酸カルシウム塩の５％添加は、採卵

鶏の産卵率に影響しない。

２）技術、情報の適用効果

本技術の活用による鶏卵はブランド商品として販売できるので、養

鶏農家の収益性向上につながる。

３）適用範囲

県内採卵鶏農家

４）成果の利活用・普及上の留意点

高付加価値ブランド鶏卵として販売する場合、脂肪酸カルシウム塩

の給与期間は２００日齢から４５０日齢程度とするのが適当である。
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２具体的データ

表１卵黄脂質中の脂肪酸組成変化

３

種類

ミリスチン酸

ハ。ルミチン酸

ステアリン酸

オレイン酸

リノール酸

α－リルン酸

エイコサテトラエン酸

ド コサヘキサエン酸

（Ｃ１４：ｅ）

（Ｃ１６：Ｂ）

(Ｃ１８：８）

(Ｃ１８；，）

（Ｃ１８：２）

（Ｃ１８；３）

（Ｃ２９：４）

（Ｃ２２：６）

通常卵

０．３

２３．６

９．８

４１．７

１５．１

０．３

１．８

０．６

脂肪酸カルシウム塩
３日６日

０．３

２５．３

１０．０

４０．７

１２．７

１．０

１．７

０．８

０．３

２３．１

１１．５

４１．０

１２．８

４．２

１．３

０．９

注）数字は、卵黄脂質中の各脂肪酸構成割合（％）

表２褐変物質添加による脂肪酸の酸化防止効果

処理

無添加

５％褐変物質添加

９．２

２．５

２

２２．５

２．０

３

８０．９

２．６

5％添加
３０日

０．３

２２．５

１１．２

４０．４

１３．７

６．４

０．８

１．５

4週後

1１４．２

３．０

注）数字は、２５℃オープン下の脂肪酸の過酸化物価（ｍｇ当量）

表３脂肪酸カルシウム塩添加による産卵率

処理

通常配合

１．５％添加

５．０％添加

産卵率産卵日盆卵重平均

５８．２％

６５．４

５９．３

３７．７９

４２．６

３８．６

６４．８９

６５．２

６５．４

飼料要求量

2．４０

２．５２

２．２０

注.）①試験期間は４週間②試験開始日齢は４１２日齢
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